
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

108 ○ 管理経費

分野別目標 3 ○ 法定受託事務

政 策 5

施 策 1

取 組 3

継続 主な事務事業

H１７

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel）

「３つの磨き」との関連性

○

１　事業概要及び実施内容

２　事業コスト

予算 決算 予算 決算 予算 決算 決算 計画 決算

1,695 1,781 835 804 887 714

- - -50.7% 6.2%

6,157 6,157 7,628 11,295 11,295 15,188

152 152 0 0 0 0

6,309 6,309 7,628 11,295 11,295 15,188

1,695 1,781 835 804 887 735
4 5 5 5 5

1 0 0 0 0

３　目標及び実績
平成21年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度目標値

実績値

全体目標値 B 全体目標達成度 B 年度別達成度 B

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 22.8 26.8 28.8 30.8

実績値 19.1 13.3

全体目標値 30.8 全体目標達成度 49.2% 年度別達成度 83.8% 49.2%

年度目標値 80 90 90 90

実績値 26.9 28.5

全体目標値 90 全体目標達成度 31.7% 年度別達成度 33.6% 31.7%

6

成
果
指
標

24.8

事
業
費
 
千
円

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

そ の 他

国庫支出金

0人件費

常勤職員

非常勤職員

平成25年度

計画

県支出金

15,188

15,188

16

64.5%

25.6

％ 30.1%

85
「協働」の認知度

718

市民公益活動を行った経験のある市民の割合

一般財源（税等）

市　　債

平成22年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

単位

市民活動や協働に関するリーフレットを作成し、配布

0

％

単位

指標名及び達成状況

単位

事業進捗管理シート

市民公益活動団体と行政の協働推進事業（協働推進計画の推進）
事業区分(1)

事業経費

その他

地域コミュニティの充実

市民と地域がつくる元気なまち

その他

○

款

事業種別

ＮＰＯ・ボランティア活動の促進

事業区分(2)
自治事務

地域コミュニティの充実

市民生活費

目 NPOボランティア推進費

一般会計

総務費

会計・
予算区分

会計

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容

　市民と行政が協働で公共サービスを効果的・能率的に提供で
きる体制を整えるため、協働の担い手となる市民公益活動団体
に対して支援・育成を行うとともに、協働推進体制の整備に取
り組み市民と行政の協働の推進を図る。

小計

伸び率（％）

活
動
指
標

単位

事業費 718

市民公益活動団体と行政の協働推進事業事項

市民協働推進課

優秀な協働事例を表彰するこ
とにより、幅広く市民に協働
の理解を深めてもらうことを
目的に「わかやま市民協働大
賞」を創設した。

 各課等の事務事業において積
極的に市民と協働して事業を
推進していくため、その中心
的な役割を担う職員として、
協働推進職員制度を構築し
た。また、協働推進計画の見
直しを行い、第２次協働推進
計画を策定した。

平成２５年度

協働推進計画

「市民力を磨く」

メリハリある都市づくりの充実

道路・公共交通網の充実

総合防災体制の充実
その他

市民の健康環境の充実

総合的な子育て環境の充実

その他

美味しい和歌山市イメージの充実

その他

「観光力を磨く」

該当せず

コミュニティーの充実

事業期間 ～ 大事業

項

NPOボランティア推進費

実
施
内
容

平成２３年度 平成２４年度

 瀬上　嘉章 (402-1213)

事
業
概
要

関連課

　協働できる環境を整備し、効果的・能率的に地域課題を解決するため、協働の担い手で
ある市民公益活動団体のスキルアップに向けた講座を実施するとともに、職員に対して各
種研修を実施し協働を推進するための人材育成を図る。
　また、戦略的に協働を推進するために、協働推進委員会を設置し、協働事業の評価や協
働推進計画の進捗管理を行うとともに条例等についても検討を行う。

平成２１年度 平成２２年度

和歌山市協働推進計画に基づ
き、協働の担い手づくりとし
て新規採用職員や中堅職員を
対象に研修会を開催した。研
修会は市民活動団体の参加に
よるワークショップの開催や
外部から講師を招くことによ
りより効果的な研修となっ
た。また、職員独自による協
働についての自主勉強会を開
催した。協働できる環境を構
築するために、協働に関する
ガイドブックや概要版的な
リーフレットを作成し、協働
の推進を図った。

「基盤力を磨く」

史跡和歌山城の充実

海を生かした観光シフトの充実

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


